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審 査 結 果 の 要 旨 

 

本研究の目的は、前年度検診陰性であり当該年度検診陽性で発見された進行大腸癌（陰

性進行癌）の特徴を明らかにすることである。結果、陰性進行癌では、3年以上大腸がん検

診を受けておらず当該年度検診陽性で発見された進行大腸癌に比べ、右側結腸癌の頻度が

高く、免疫学的便潜血検査（fecal immunochemical test: FIT）は右側結腸癌発見には十

分な精度でないことが確認された。また、陰性進行癌では右側結腸癌の頻度のみならず、

女性の頻度も高く、これまでに報告されている、検診と検診の間に発見される中間期癌の

特徴と類似していた。将来的には、FITと内視鏡検査を組み合わせるなど、右側結腸癌に対

して感度の高いスクリーニング方法の構築が必要であると考えられた。本論文の内容は、

FITの欠点を指摘することで、大腸癌のスクリーニング法の改善の必要性を示唆するもので

あり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


